
国営平城宮跡歴史公園は「古都・奈良の文化
財の歴史的・文化的景観の中で、平城宮跡の保
存と活用を通じて、“奈良時代を今に感じる”
空間を創出する。」ことを目指し、整備が進め
られています。

公園内でも、ひときわ目を引くのが朱雀門、
第一次大極殿(正殿）、大極門（南門）などの
復原建造物。復原には古代建築の伝統技能を継
承する様々な分野の多数の工匠の技・経験・知
識が活かされており現在、東楼の復原工事が始
まっています。

平城宮跡・東楼復原工事 現場だより 創刊号

今後の展望
本事業に関係するご案内・ご紹介、現場の作業状況報告、見学会後の報告等を定期にお知らせします。

編集者紹介
編集長（京都営繕事務所長 橋本）
「近鉄奈良線の大和西大寺と新大宮の間、車窓から見えるのが、東楼の工事現場の覆い（＝素屋根）です。
この現場だよりを通じて、随時、車窓からは見ることのできない覆いの中の様子を発信していきますので、
よろしくお願いします！」
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今、知りたい～現場進捗～
現在、大極門（南門）に続き東楼の復原工事
を令和七年度の完成に向けて取り組んでいます。
「現場だより」では、この東楼の工事現場より
「今、何が行われているか」を定期的にお知ら
せします。

奈良時代を今に感じる 伝統技能の継承現場

さぁ行こう！～魅せる!現場～
毎週、火曜日に現場見学ガイド～魅せる！現
場～を開催（10名～団体向け）。現場内で宮大
工をはじめとする伝統技能職人の仕事に触れる
可能性もあります。ご興味のある方は下記サイ
トで申込みを受けつけております。

東楼完成予想図

令和4（2022）年度 令和5（2023）年度 令和6（2024）年度 令和7（2025）年度

竣

　

工

礎石

木工事・加工・組立

瓦製作・瓦葺

鴟尾（しび）・錺金具

左 官

塗 装

素屋根移動


	スライド 1

